
(ｳ) 他機関との広域合同訓練

広域災害に備え、周辺の他機関と連携する合同訓練を実施します。

５ 平常時からの利用 

 阪神・淡路大震災や東日本大震災等の過去の我が国の災害時における非常通信の

実態から、被災という切迫した状況において、普段使っていないシステムを活用す

ることは困難です。これを防ぐには、平常業務において非常通信システムを利用す

ることが効果的です。 

これにより、機器の取扱の習熟及び設置場所の把握ができ、非常通信システムの

利用を確認できるので、システムの点検にもつながります。 

平常時から使っていないシステムは、 

いざという時に活用できない 




